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項 目 要 約 

１．研究の概要 動力学解析(フェーズフィールド(PF))法と計算状態図(CALPHAD)法を中

心に、第一原理(ab-initio)法と分子動力学(MD)法を組み合わせたマル

チスケールシミュレーションに基づき、核燃料に適した計算組織学的な

解析手法の基盤構築に必要な技術を開発した。 

 

２．総合評価  動力学解析法と計算状態図法を中心に、第一原理法と分子動力学法を組

み合わせたシミュレーションに基づき、核燃料に適した計算組織学的な

解析手法の基盤構築を目的としており、当初計画に掲げた全ての研究項

目について想定通りの成果を挙げており、研究全体として優れた成果が

挙げられていると評価できる。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 

Ａ 


